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歳入総額 381億405万円

歳出総額 362億8,279万円

平成30年度特別会計決算

目的別内訳 性質別内訳

歳入内訳 市税
235億4,139万円

その他
67億3,354万円

地方交付税
2億7,636万円

市債
3億6,210万円

県支出金
24億9,129万円

国庫支出金
46億9,937万円

総務費
（行政の運営に）
37億3,733万円
【3万1,171円】

その他
24億2,575万円
【2万232円】

公債費
（借入金の返済に）
21億253万円
【1万7,536円】

衛生費
（ごみ処理や健康管理に）
31億5,691万円
【2万6,330円】

教育費
（学校整備や教育振興に）
43億6,121万円
【3万6,375円】

土木費
（道路や橋の維持・整備に）
61億2,282万円
【5万1,068円】

その他
23億2,632万円

投資的経費
35億4,222万円

扶助費
87億968万円

繰出金
36億1,711万円

公債費
21億253万円

補助費等
46億8,759万円

物件費
59億9,261万円

人件費
53億473万円

歳入決算額区　　　　　分

国民健康保険事業 101億8,160万円

歳出決算額

101億5,105万円
介護保険事業 83億2,516万円 81億9,433万円
後期高齢者医療事業 13億4,144万円 13億3,935万円
乙川中部土地区画整理事業 7億6,642万円 6億7,996万円
学校給食 4億7,355万円 4億6,662万円
ＪＲ半田駅前土地区画整理事業 2億3,039万円 2億2,725万円
中小企業従業員退職金等福祉共済事業 1億5,200万円 1億5,200万円
駐車場事業 3,471万円 3,471万円
黒石墓地事業 1,578万円 1,578万円
モーターボート競走事業 467万円 467万円

合　　　　　計 212億6,572万円215億2,572万円

歳出総額を市民一人当たりに
換算すると３０万２，６１９円にな
ります。
※【　】内の金額は平成３０年度末の
住民基本台帳人口（１１９，８９６人）
で割った市民一人当たりの支出額
です。

歳出内訳（目的別）の説明

民生費
（福祉や子育て支援に）
143億7,624万円
【11万9,906円】

特 集 適財適所 ～限りある財源を適する所へ～
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半田市の財政を家計にたとえてみると
１か月の支出４３万８千円（※）をまかなうのに、月収（市税など）や実家からの仕送り（国庫支出金、県支出
金）など、４６万円の収入がありました。
これからは家族の医療費（扶助費）や家の補修費用（維持補修費）の増加が見込まれるため、生活費（人件
費、物件費など）を切り詰めるとともに、計画的に貯金（基金）を増やすことも考えなくてはなりません。

※日本の一世帯当たりの平均所得月額４６万円に、半田市の一般会計歳入歳出決算額に占める各費目の割合を乗じ、一般家庭
に相当するそれぞれの額を算出しています。（参考：厚生労働省「平成３０年国民生活基礎調査」）

はんだ家１か月の家計簿　　※（　）は予算上の項目です。

４６万円

３２万５千円月収〈給料、各種手当〉
（市税、地方交付税、地方譲与税ほか）

合　　　計

パートなどの副収入、資産活用、雑収入など
（使用料、負担金、財産収入など）

実家からの仕送り
（国・県支出金）

先月の残り
（繰越金）

ローンの借入
（市債）

収　　　入

１０万５千円

２万６千円

１３万６千円

５万円

１０万円

２万１千円

３万１千円

８万７千円

5千円

１万2千円

家族の医療費など
（扶助費）

４３万８千円

ローンの返済
（公債費）

支　　　出

生活費〈食費、光熱費など〉
（人件費、物件費）

家族への仕送り
（繰出金、補助費など）
貯金、その他雑費
（基金積立金など）

家の増改築、補修など
（維持補修費、普通建設事業費）

合　　　計
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